




































































































































































ヨー ゼフ・ラスカ（1886～1964）と宝塚受響楽団 7 
1926年（大正15）には3月21目、 4月24日に小劇場、 5月22日にも小劇
場で行われ［ベートーヴェンの交響曲第2番など］、 6月19日には神戸の

































































































































































































































04.20 第 87回宝 L 0 
05.17 第88回大 L 0 
06.18 第89回宝 L 0 
07.14 第90回 大山田耕作 0
09.10 第91圃－ 1大 LI中川祭三0
09.12 第91回一2神 L／中川栄三0
11.17 第92回大 L 0 

































宝 L 0 
大中川条三／LO
大 L 0 
大山田耕符 O
宝 L 0 
宝竹内平吉 O
宝 L 0 
宝 L 0 

































































































1) Aus ,,Briefe und Tagebuchblatter”Paula Modersohn-
Becker (l.Gebet; 2.Schatten meiner Seele; 3.Der Abend) 
［パウラ・モーダーゾーン＝ベッカー『書簡と日記帳』より 1. 
（祈り〉、 2.＜わたしの心の影〉、 3.＜夕べ〉］（自筆譜複写）
2) 10 Japanische Kurzgedichte in Musik gesetzt旧本俳句及短
歌十首］作曲： 1933年8月、神戸（出版譜： TheKobe & 
Osaka Press, LTD.，神戸）
3) 3 Lieder (l.Traumwald [Morgenstern]; 2.Schlummerlied 
14 




4) Buddistische Glocke [H. Bohner] ［党鐘歌詞： H.ボーナ
一］ (Lieder des Ostens ［東方の歌］第1曲）（自筆譜複写）
5) Der Regen von Jogashima [Ubersetzt aus dem Japanischen 
von J.Shiger und H.Bohner] ［城ヶ島の雨歌詞：日本語より
J.シゲル（？）と H. ボーナーが翻訳］ (Lieder des Ostens 
［東方の歌］第2曲）（自筆譜複写）
c.合唱曲
6) Psalm 13 ［詩編第13篇］（他人の手による筆写譜）
D.ピアノ独奏曲
7) Bilder aus Japan. 10 Klavierstilcke ［日本の絵 10のピアノ小
品］作曲： 1934年、神戸（自費出版譜： 1934年）
8) Japanische Melodien Heft 1 ［日本の旋律第1集： 1～
12番］（自筆譜複写）
9) Japanische Melodien Heft 2 ［日本の旋律第2集： 13～





10) Valse Capriccio ［ワルツ・カプリッチョ］作曲： 1932年2月
29日（自筆譜複写）
1) Aus Japan Pr剖udium, Etude und Fuge ［日本より 前奏
ヨー ゼブ・ラスカ（1886～19臼）と宝塚交響楽団 15 
曲、練習曲そしてフーガ］（自筆譜複写）
ロ） 3 Humoresken [ 3つのフモレスケ］（自筆譜複写）
E.室内楽曲
13）”Nara”3 Stiicke fir FlOte und Klavier (1.Tempelfriede; 
2.Die heiligen Rebe; 3.Daibutsu) ［奈良フルートとピアノの








































































































新聞』大阪本社版、 1992年1月10日夕刊、 11頁 (2）「日本におけるブルッ
クナー 受容」 ：根岸一美・渡辺裕監修『ブルックナー／マーラ一事典』、東京
書籍、 1993年10月、 284-290頁 (3)Bruckner-Rezeption im asiatischen 
Raum・amBeispiel Japans: Bruckner-Symposion 1991 Bericht (Anton 
Bruckner Institut Linz/ Linzer Veranstaltungsgesellschaft mbH, Linz 
1994) S.201-210［シンポジウム報告書l(4)Art.“Rezeption -Asien", in: 
Anton Bruckner -Ein Handbuch (Residenz Verlag, Salzburg u. Wien 
1996), S.353. 
3) この資料には「1957Vl-7」の日付印と「AMTL.LINZERZEITG Jg.1 
Nr.11 S.387fJの資料出典の記載があるが、最初からこの官報に掲載された
ものであるのかは、まだ確認していない。



















1) Irene Suchy :Compositions of German musicians in Japan from 1872 to 
1945 (1990年に大阪で開かれた国際音楽学会のシンポジウム報告書
“Tradition and its future in music. Report of SIMS 1990 Osaka” 




られた。 JosephLaska: Die Musik Japans, in: Die Musik XX/3, Dezember 
1927, S.176-182. 今後の研究において改めて取り上げることとしたい。
（文学部教授）
追記（訂正）　神戸女学院所蔵のラスカの作品の資料の多くについて、本論文では
「自筆譜複写」と記したが、1999年におこなったオーストリアの各図書館 における調
査から、それが誤りであることが判った。13～15頁に（　）内に示した「自筆譜複
写」（全９個所）はいずれも正しくは「他人による筆写譜の複 写」である。また３頁
７～10行目、４頁３行目において、ラスカが関東大震災のために東京から関西に移っ
てきたむねの記述をおこなったが、1999年に初 めて見ることのできたラスカ夫人エレ
ンの手記（オーストリア国立図書館音楽部門所蔵）によれば、ラスカは「ある大きな
オーケストラからの招請により」ウラ ディオストクを出て横浜港に向かったが、1923
年９月３日に敦賀港に到着したものの、９月１日に起こった関東大震災のためにその
さき横浜に向かうことは 不可能になったという。その後も、震災による混乱などや、
早くも９月16日には宝塚音楽研究会に登場していることなどを考え合わせると、ラス
カが10月 16日に宝塚音楽歌劇学校の教授に着任するまでの間に、東京で仕事をした可
能性はほとんどなかったと言えるだろう。（2010年９月24日）
